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審査委員 一般社団法人 日本広告業協会クリエイティブ委員会委員

※クリエイター・オブ･ザ･イヤー、メダリスト受賞者の表彰は2022年度定時総会表彰式を予定。

委 員 長 能登　健裕 （東急エージェンシー　ECC本部 ｼﾆｱ･ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞ･ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）

委　　員 松井　亘平 （Ｉ＆Ｓ ＢＢＤＯ　執行役員ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）
 大橋　一仁 （朝日広告社　ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ&ｱｸﾃｨﾍﾞｰｼｮﾝ本部ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 森川　晴久 （ＡＤＫクリエイティブ・ワン　ｴﾘｱｿﾘｭｰｼｮﾝ局ｼﾆｱｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）
 石塚　千弥 （クオラス　ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾃﾞｻﾞｲﾝ本部ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 多賀谷昌徳 （グレイワールドワイド　CCO/Executive Creative Director）
 浅井　芳樹 （三晃社　ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 長谷川羊介 （ジェイアール東日本企画　上級執行役員ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 渋谷　貴明 （第一通信社　業務推進部門ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝﾌﾟﾗﾝﾆﾝｸﾞ部課長）
 濱　　弘幸 （大広WEDO　代表取締役社長執行役員）
 松尾　秀実 （電通　執行役員）
 笠　辰一郎 （日本経済社　ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 藤井　　久 （博報堂　取締役常務執行役員/MDXﾕﾆｯﾄ長）
 中村猪佐武 （マッキャンエリクソン　取締役制作本部長ｴｸﾞｾﾞｸﾃｨﾌﾞｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞﾃﾞｨﾚｸﾀｰ）
 岩渕　英介 （読売広告社　ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ局局長）
 新沢　崇幸 （Wunderman Thompson Tokyo　Chief Creative Officer）

敬称略・順不同
2021年12月現在

クリエイター・オブ・ザ・イヤー賞
広告会社のクリエイティビティへの期待は、新たなクリエイターの出現によって加速してきました。

変化する社会やブランドの課題解決のために、広告会社の機能は、より深く、より広く進化を求められ、
クリエイターの役割もまた、急速に拡大を続けています。
変化の時代においては、突出するクリエイターがインベンターとなって課題解決を実現することで
ブランドはコモディティ化から離脱する道を拓くことができる。
クリエイティビティが広告会社のエンジンとなることで、ブランド、産業の成長への貢献につながっていく。
そう信じています。

今年、クリエイター・オブ・ザ・イヤー賞は、その役割を再定義しました。
広告会社の機能を拡張するクリエイティビティの重要性にフォーカスし、
その年を代表する広告会社の優秀なクリエイターを選出・贈賞することで
広く社会に広告会社のクリエイティビティをアピールすることを目的とします。

クリエイティビティを発揮し課題を解決する施策の実施までを牽引して、
広告会社の価値向上や機能拡張につながるクリエイティブワークを
一年間、複数生み出したクリエイターをご推薦ください。
過去一年間の広告コミュニケーション、施策実施に基づいて評価・表彰いたします。

【審査基準】
広告会社の価値向上につながる以下が優れていること。
・課題解決のアイデア
・クリエイティブのレベルを引き上げるクオリティ
・クリエイティブの領域の拡張性
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